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スピーカー B28

音楽愛好家のあなたへ�
当社の製品をお選びいただき、
誠にありがとうございます。

ハイファイと妥協しない品質製品技術革新を兼ね備えた製品をお選びい
ただきました。本機を初めてお使いになる前に、この取扱説明書をよくお読
みになり、この優れたオーディオ機器の性能を存分にお楽しみください。
ご不明な点がございましたら、お近くの販売店または当社まで直接お問
い合わせください。珍しいと思われるような特別な要望でも、是非ご相談
ください。技術的にセンスのあるチャレンジを喜んで受け入れます。 
 

ぜひ、楽しんでお聴きください。
 
Burmesterチーム
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本スピーカーについて

2022年、Burmesterは、Bシリーズの追加製品としてスピーカーモデル B28 を
発売します。B28は、より大型のモデルB38と同様に3ウェイ方式ですが、このモ
デルでは、シャシーはすべて非常にスリムかつエレガントなスピーカーフロン
トパネルに配置されています。これらが、独立して相互作用なしで機能でき
るように、それぞれ独自のチャンバーに配置されています。B28の音質に関し
ては、体系的に統合された補強エレメントによる構造の安定化と、その結果に
よるハウジングの壁の振動低減というメリットがあります。つまり、ハウジング
の不快な共振を最小限に抑えることで、スピーカーの再生精度が向上します。
周波数特性に悪影響を及ぼす可能性のあるマイクロフォニック効果を排除す
るために、クロスオーバーが別のチャンバーに配置されています。形状がフロ
ーに関して最適化された2つのバスレフ型チューブは、非常に剛性が高くかつ
滑らかな表面を備え、B28は非常にわずかな損失で最低周波域を再生できま
す。考え抜かれ、技術的に高品質の信号ルーティングと、非常に細いワイヤと
大きな断面を持つBurmesterケーブルにより、音質を低下させる伝送損失を
ほぼ完全に回避できます。

ハイライト:�

	— 非常に強い磁場の中心に折り畳まれたフォイル膜を有するエアモーショ
ントランスフォーマーは、高いレベルの安定性と驚きの広がりを同時に備
え、非常に高い分解能を実現

	— 広い周波数範囲で整定時間と減衰時間が非常に短く最適化され、グラス
ファイバー膜を備えた大型ウーファー

	— 非常に剛性の高いグラスファイバー膜とフローに関して最適化されたバ
スレフチューブを備えた新開発のスピーカー1台あたり2つのハイスロー
ウーファーにより、クリーンで高速かつ深みのある低音を提供

	— ルームアダプテーション - スイッチとフォームシリンダーを使用した低音
レベルの個別調整

	— スピーカー1台あたり2つのアンプを接続するためのオプションのバイア
ンプ

	— 多層壁、体系的に配置されたクロスストラット、すべてのシャシー用の個
別に分割されたチャンバー、および最大の再生精度を実現するクロスオ
ーバーを備えた、高度な振動減衰機能を持つハウジング

	— 振動伝達を最小限に抑えるため、調整された振動減衰および補強材で構
成されたソリッドスピーカーベース

取扱説明書
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スピーカー B28

本取扱説明書について

許容動作条件

本スピーカーは、ホームミュージックシステム用 として設計されています。

本取扱説明書は、Burmester B28スピーカーの設置、
接続、および操作について説明しています。

この取扱説明書を通読して保管してください。

スピーカーの設置や使用についてさらにご不明な点があり
ましたら、専門の販売店にお問い合わせください。

Burmester製品の使用は、以下の条件のもとで行ってください。

最高使用高度 2000 m
湿度 < 50％
温度範囲: 20～30 ° C

規定通りの用途に従った正しい使用
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警告記号および警告語の意味

本書では、以下のような警告、記号、および警告語を使用しています。

	� 一般的な危険記号は、警告語に関連して警告します 重傷を負う危険に対する警戒、
警告および危険。怪我や死亡を避けるために、以下のすべての指示に従ってください。 

	� 雷記号は、警告語「危険」とともに、 死亡事故につながりかねない電圧を示しています。

	 この警告記号は、警告語 「警戒」とともに、高強度のノイズを示しています。

	 「注意」は、機器の損害または 破壊につながりかねない危険を示しています。

	 警戒: 怪我の危険性が低いまたは 中程度であることを示しています。

	「警告」は、死亡事故または 重傷につながりかねない危険を示しています。

	 危険: 直接死亡事故や 重傷につながる危険を示しています。 
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スピーカー B28

重要な注意事項

	 警戒! 子供の怪我の危険性

この機器は、誤った使い方をすると、さまざまな怪我を負う危険性があります。この機器
はお子様のご利用を想定していません。

	$ そのため、お子様から目を離さず1人で機器のそばに置いておかないでください。

	 警戒! スピーカーの開閉

スピーカーの内部には、ユーザーがメンテナンス可能な部品はありません。 

	$ スピーカーを開かないでください。�

	 危険! 危険な電圧 
アンプのスピーカー出力には、死亡事故につながりかねない電圧が印加されている可
能性があります。

	$ 機器およびスピーカーの接続部には直接触れないでください。

	 警戒! 強度の高いサウンド

大音量の出力信号は聴力を損なうおそれがあります。

	$ 接続したアンプの音量を下げてから電源を入れてください。

	$ 長時間、大音量で聴くことは避けてください。
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スピーカーの開梱 

1.	 機器をパッケージから慎重に取り出します。

	 注意! ハウジングの損傷

ハウジングの損傷を避けるため、開梱の際には、鋭利なものを使用しないでください。

	 警戒! 重量による負傷の危険

スピーカーは非常に重いため、落下すると怪我をするおそれがあります。

スピーカーの開梱や設置は、重量物の取り扱いに習熟した人のみ行うことができます。必要に応じ
て、開梱と設置作業は2人で行ってください。

2.	 梱包材料とクッションを機器から取り除きます。

	 警告! 窒息の危険!

納入品目の部品は、ビニール袋に梱包してお届けします。

	$ 子供の手の届かないところにパッケージを保管してください。	

3.	 パッケージは、後で輸送するために保存してください。
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スピーカー B28

納入品目:

B28スピーカーはペアでお届けします。 
ペアの納入品目に含まれるものは、以下のとおりです。

2 B28スピーカーのパッケージ

1 取扱説明書

1 保証書

4 バスレフ開口部のためのフォームシリンダー(スピーカー1台あたり2つ)

4 接続ブリッジ(スピーカー1台あたり2つ)

納入品目に不備がないか、破損がないかをご確認ください。

納入品目の一部が欠落している場合、または機器を開梱するときに損傷に気付いた場合は、機器
を接続せずに、Burmester販売店にご相談ください。
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 1

 2

 3

 3

1 AMTツイーター

2 ミッドレンジ

3 ウーファー

4 ルームアダプテーション 低音レベル用の調整スイッチ

5 接続パネル(接続ブリッジが取り付け済み)

6 ベースプレート

7 バスレフ開口部(フォームシリンダーを含む)

B28の概要
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スピーカーの設置
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スピーカーに角度がついています

約2～3 mの距離

約
2～
3 m
の
距
離

約
2～
3 m
の
距
離

約2～3 mの距離

約
2～
3 m
の
距
離

約
2～
3 m
の
距
離

スピーカーに角度がついていません
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スピーカー B28

スピーカーの設置

設置場所の選定�

	
注意! 不適切な設置による危険

設置場所の選定にあたっては、以下を遵守してください。 

	$ スピーカーを屋外で使用しないでください。

	$ 直射日光、過度の熱、寒さ、湿気、ほこりを避けてください。

	$ 水滴や水しぶきがかかるような場所にスピーカーを置いたり、液体の入った容器を上に
置いたりしないでください。

	$ スピーカーの上には、火のついたキャンドルなど、火気を置かないでください。

	 警戒! 転倒による怪我の危険

不適切な取り扱いをすると、スピーカーが転倒するおそれがあります。

	$ スピーカーは、水平で安定した場所にのみ設置してください。スピーカーが常に正確に
水平であることを確認してください。�

最適な設置位置

2つのスピーカー間の距離は、理想的には2～3 mです。スピーカー間の空間は可能な限り空けて
おく必要があります。 

リスナーまでの距離も、約2～3 mを目安にしてください。

長方形の部屋では、部屋の短辺の壁にスピーカーを設置することをお勧めします。部屋の中の
音響的に「硬い」場所 (滑らかな壁や窓の表面) に設置する方が、音響的に「柔らかい」場所 
(布張りの家具や本、カーペットなどによって和らげられた場所) に設置するよりも好ましいです。

高音と空間性

スピーカーのサウンドは、高域レベルやサウンドの空間性など、
設置によって影響を与えることができます。

スピーカーに角度が付いていない:

	— 空間性の向上とステージセッティングの拡大

	— 高音域レベルが下がる

	— サウンドイメージが温かみを増す�

リスニングポジションに向けて角度をつけたスピーカー:

	— より正確なイメージングとステージ

	— 高音域レベルが上がる

	— サウンドイメージが鮮明になる
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スピーカーの接続
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スピーカー B28

スピーカーの接続

	 注意! 開梱後の機器の温度

機器の温度が低すぎたり高すぎると故障につながりやすくなります。

	$ スピーカーを開梱したら、前にしばらく部屋に置いてから接続し、使用してください。

スピーカーケーブル

Burmesterでは、スピーカーとパワーアンプを接続するケーブルには、断面積の大きなものを使用
することを推奨しています。断面積が大きいため、パワーアンプのダンピングファクターを維持する
ことができ、スピーカーを最適にコントロールすることができます。Burmesterのスピーカーやアン
プの内部配線と同じ電気的、音響的特性を持つBurmesterオリジナルのスピーカーケーブルを使
用することで、最良の結果を得ることができます。

ケーブルラグ付きの組み立て式スピーカーケーブルとケーブルシューを使用すると、より効果的
です。

	� 注意! スピーカーケーブルの絶縁は、 Burmesterオリジナルのスピーカーケーブルに対
応し、少なくともVW-1に準拠した燃f焼性テストを満たしている必要があります。専門の
販売店にお尋ねください。
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接続および動作モード

B28は、以下の2つの異なる動作モードで使用することができます。�

1.	 従来のように、スピーカーごとにアンプケーブルを使用する方法 
または

2.	 ミッドレンジおよび低音領域を独立して駆動できるバイアンプモード

1.従来の動作モードでのスピーカーの接続�
�
このモードでは、極端子の接続ブリッジは、事前に組み立てられた位置で使用します。 

各スピーカーは、2ピンケーブルを介してパワーアンプチャンネルに接続されます。

したがって、2チャンネル(ステレオ)アンプまたは2台のモノラルパワーアンプが必要です。

	� 注意! スピーカーを接続する前に、Hi-Fiシステムの すべてのコンポーネントの電源を切
ってください。

右側のスピーカーをアンプの右側の出力部に接続してください。

左側のスピーカーをアンプの左側の出力部に接続してください。

スピーカーを接続するときは、接続の極性を間違えないように注意してください。 
すべての接続を同じ相で行うことが重要です。

	— パワーアンプのプラスの出力(+) = スピーカーのプラス入力(+)

	— パワーアンプのマイナスの出力(-) = スピーカーのマイナスの入力(-)

	 注意! すべての接続が正しく行われたことを確認するまでは、
HiFiシステムの電源をオンにしないでください。 
事前に信号チェーンの音量を下げてください。
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スピーカー B28
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取扱説明書

2.バイアンプモードのためのスピーカーの接続

バイアンプモードでは、中高音域と低音域が個別に制御されます。バイアンプモードでは、特に重
要な中高域が、該当するパワーアンプチャネルが電力を大量に消費する低音域による負荷から解
放されるというメリットがあります。これにより、空間表現および声と楽器の正確な 位置付けが大
幅に改善されます。

バイアンプモードでは、ステレオ信号を再生するために、2つの2チャンネル(ステレオ)パワーアンプま
たは4つのモノラルパワーアンプが必要となります。また、合計4本の2極スピーカーケーブルが必要
となります。

正しく使用するために、パワーアンプの取扱説明書も参照してください。参照してください。接続に関
して不明な点がある場合は、専門店にお問い合わせください。
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スピーカー B28

バイアンプモードのためのケーブルブリッジの取り外し

	� 注意! バイアンプモードのために、必ず お使いのスピーカーで、低音と中高音の間の接
続ブリッジを取り外してください。これを行わない場合、アンプおよびスピーカーの破損
につながるおそれがあります。

1.	 4つの極端子を反時計回りに回して完全に緩めます。 

2.	 接続ブリッジを取り外します。

3.	 4つの極端子を時計回りに回して固定します。その際極端子の色に注意してください。赤：プラス(+)、
黒：マイナス(-)

     
1.	 2.	 3.�

ケーブルブリッジを保管してください。
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スピーカー B28

バイアンプモードのためのスピーカーケーブルの接続

1.	 右側のスピーカーのハイミッドケーブル(High-Mid)を、この音域に使用するアンプの出力部に
接続してください。

2.	 右側のスピーカーの低音ケーブル(Low)を、この音域に使用するアンプの出力部に接続します。 

3.	 ステップ1と2を左のスピーカーで繰り返してください。

スピーカーを接続するときは、接続の極性を間違えないように注意してください。すべての接続を
同じ相で行うことが重要です。

	— パワーアンプのプラスの出力(+) = スピーカーのプラス入力

	— パワーアンプのマイナスの出力(-) = スピーカーのマイナスの入力

	�
注意! すべての接続が正しく行われたことを確認するまでは、 HiFiシステムのルームア
ダプテーション電源を入れ直さないでください。事前にアンプの音量を下げてください。
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スピーカーの運用

BA_28_ja_1-1_2206.indd   27BA_28_ja_1-1_2206.indd   27 08-07-2022   11:05:3208-07-2022   11:05:32



2 8 | 3 4

取扱説明書

以下で説明するバリエーションは推奨事項であり、最高のリスニング体験を実現するためのもの
です。スピーカーの最適な位置は、耳で聴いて、ご自身の感覚で決定してください。

バリエーション1: 部屋の状態:

大きなガラス面のない平均的な部屋、左右対称のレイアウト、または音響的に最適化された部屋

	$ スピーカーは壁から50 cm以上離して設置してください。

	$ スピーカーのバスレフポート(7)からフォームシリンダーを取り外します。

	$ 両方のスピーカーのルームアダプテーションスイッチ(4)をマイナス(-)の位置に設定します。

結果: 強調しすぎないニュートラルなサウンド

バリエーション2: 部屋の状態:
大きなガラス面または石膏ボードの壁(ロフトなど)がある低音室

	$ スピーカーは壁から50 cm以上離して設置してください。

	$ スピーカーのバスレフポート(7)からフォームシリンダーを取り外します。

	$ 両方のスピーカーのルームアダプテーションスイッチ(4)をプラス(+)の位置に設定します。

結果:� 低音域は120 Hz以下では2.5 dBブーストされます。�
低音室でのバランスの取れた再生

バリエーション3: 部屋の状態:
頑丈な壁の小さな部屋

	$ スピーカーを壁の近くに設置してください。

	$ スピーカーのバスレフポート(7)にフォームシリンダーを挿入します。

	$ 両方のスピーカーのルームアダプテーションスイッチ(4)をマイナス(-)の位置に設定します。

結果: �低音は100 Hz未満で緩やかに低下しますが、非常に深くなり
ます 近接した壁による低音域強調に対する補正

ルームアダプテーション
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スピーカー B28

バリエーション 4： 強調された低音再生用：部屋の状態:
広さも状態もさまざまな部屋

	$ スピーカーを壁の近くに設置してください。

	$ スピーカーのバスレフポート(7)にフォームシリンダーを 挿入します。

	$ 両方のスピーカーのルームアダプテーションスイッチ(4)をプラス(+)の位置に設定します。�

結果: バリエーション 3と比較した低音のゲイン(60～120 Hzの間で最大2.5 dBまで) 

	— バスレフチューブを封止し、60Hz未満の範囲に低下させることによる、壁の近くへの安全な
設置

注記: スピーカー1台あたり2つのフォームシリンダーのうち1つ脱着することで、スピーカーをリス
ニングルームやサウンドの好みに合わせるために、前述の4つのバリエーションすべてにさらになる
オプションがあります。

注記: 本スピーカーに使用されているシャーシはチューニングされており、ペアで選択されていま
す。ただし、システム全体は、クロスオーバーと組み合わせて、スピーカーが完全な音のポテンシャ
ルを発揮する前に、特定の慣らし期間を必要とします。

トラブルシューティング

障害	 一般的な原因 対策

片方または両方のスピ
ーカーから音が出ない

電子機器の電源が
入っていません

アンプや音源の電
源を入れます

配線の短絡または開回路 配線を確認し、既存の
不具合を解消します

音が低音で弱く、および/
または空間的に拡散し
ているように感じる

片チャンネルの配線に極性
反転のエラーがあります

関連するチャンネルで
プラスとマイナスのリー
ド線を入れ替えます

使用中に機器でこの取扱説明書では解決できないエラーが発生した場合、専門店にご相談くだ
さい。
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その他の注意事項

BA_28_ja_1-1_2206.indd   31BA_28_ja_1-1_2206.indd   31 08-07-2022   11:05:3208-07-2022   11:05:32



3 2 | 3 4

取扱説明書

保証
Burmesterでは、最高の基準を満たす製品を製造するためにあらゆることを
行ってきました。

細部まで考え抜かれ、意図的に設計されています。使用されるすべてのコンポ
ーネントと材料は、可能な限り最高の品質と長い耐用年数を実現するために、
当社によって厳選、テスト、および使用されています。

保証書により、お客様のBurmester製品が広範なテストプロセスを経て、完璧
な状態で当社の製造工場から出荷されたことを保証します。

Burmesterスピーカーには5年間の保証が付いています。そのためには、過負
荷のない適切な接続と動作、機械的な完全性、スピーカーの登録が前提条件
となります。シャーシを分解したり、スピーカーを開けたりすると、保証が無効
になります。

機器に記載されているシリアル番号を使用して、�
www.burmester.services/warrantyで製品を登録し、
それによって保証期間の延長を有効にします。

お手入れ
液体や化学薬品によってハウジングの表面が損傷するおそれがあります。
機器に液体が入らないようにしてください。クリーニングには化学薬品を
使用しないでください。

廃棄処理
法律では、この機器と付属品を家庭ゴミ (灰色のゴミ箱、黄色のゴミ箱、有機ゴ
ミ箱、紙やガラス) と一緒に廃棄してはならず、自治体の回収場所や自主回収
システムに引き渡す必要があると規定しています。
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スピーカー B28

B28の技術データ

原則 3ウェイバスレフ

重量(1個あたリ) 37 kg

幅 223 mm

高さ 1144 mm

奥行 464 mm(スピーカー端子含む)

定格出力 180 W

感度 
2.83 V/1 mの場合

87 dB

公称インピーダンス 4 Ω

伝送範囲 +/- 3 dB 39～31,000 Hz

高音コンバーター
エアモーショントラ
ンスフォーマー

ミッドレンジコンバーター 17 cmグラスファイバー膜

低周波コンバーター 2x 17 cmグラスファイバー膜

転送周波数 150 Hz / 2400 Hz

技術的に変更される場合があります
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